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合戦図屏風

●❸倶
く

利
り

伽
か

羅
ら

合
かっ

戦
せん

図
ず

屏
びょう

風
ぶ

（倶利伽羅神社蔵）
埴生八幡宮に戦勝祈願する木曽義仲や源氏軍の戦法「火牛
の計」など、倶利伽羅合戦の様子が鮮やかに描かれている。

●●❻げんとく❻げんとく坂坂
ざかざか

倶利伽羅合戦で敗れた平家武者倶利伽羅合戦で敗れた平家武者
の付き人「げんとく」が、隠れ穴の付き人「げんとく」が、隠れ穴
から村里へ往来した坂と伝わっから村里へ往来した坂と伝わっ
ている。ている。

●●❼❼王王
おうおう

城城
じょうじょう

上洛を目指す木曽義仲が倶利伽羅
合戦に勝利した後、河北潟や日本
海が一望できるこの地で休息を
とった。

●❿やたの湯
ゆ

倶利伽羅合戦で敗れた平家の大
将平維盛は、この地で傷を癒し
たと伝えられている。

●●❷❷兼兼
かねかね

平平
ひらひら

のの湯湯
ゆゆ

かつてこの地に湯座屋があかつてこの地に湯座屋があ
り、倶利伽羅合戦で勝利しり、倶利伽羅合戦で勝利し
た源氏の武将、今井兼平がた源氏の武将、今井兼平が
矢傷を治したと伝えられて矢傷を治したと伝えられて
いる。いる。

●●❽❽津津
つつ

幡幡
ばたばた

城城
じょうじょう

跡跡
あとあと

倶利伽羅合戦の直前、平家軍は一時倶利伽羅合戦の直前、平家軍は一時
この地に陣を構えたと伝わる。現在この地に陣を構えたと伝わる。現在
は津幡小学校のグラウンド及び津幡は津幡小学校のグラウンド及び津幡
ふるさと歴史館「れきしる」の敷地ふるさと歴史館「れきしる」の敷地
となっている。となっている。

●❾平
たいらの

知
とも

度
のり

の首
くび

塚
づか

知度は、平清盛の七男。倶利伽羅知度は、平清盛の七男。倶利伽羅
合戦の翌朝、志雄合戦より加勢し、合戦の翌朝、志雄合戦より加勢し、
源氏軍との戦いに敗れてこの地、源氏軍との戦いに敗れてこの地、
平谷にて自害した。平谷にて自害した。

●⓫三
み

国
くに

山
やま

権
ごん

現
げん

木曽義仲が戦勝報告に特使を派遣
したと伝わる。合戦後、手厚く礼
を尽くしたと言われており、今も
権現様が祀られている。

●●⓬⓬牛牛
うっうっ

舞舞
しゃいしゃい

坊坊
ぼうぼう

河合谷地区に残る伝統芸能のひと河合谷地区に残る伝統芸能のひと
つ。倶利伽羅合戦の「火牛の計」でつ。倶利伽羅合戦の「火牛の計」で
徴発された牛の供養にちなんだ舞と徴発された牛の供養にちなんだ舞と
伝わる。河合谷ふれあいセンターに伝わる。河合谷ふれあいセンターに
現物が展示されている。現物が展示されている。

●❺倉
くら

見
み

の湯
ゆ

座
ざ

屋
や

（現 ウェルピア倉見）
平家の落人が、この源泉の辺りで亡くなった。
その落人の血で源泉が赤く染まったと伝わる。

●❶倶
く

利
り

伽
か

羅
ら

古
こ

戦
せん

場
じょう

平安時代の後期、木曽義仲率いる源氏軍 4万と、平維
盛率いる平家軍 7万の兵が戦った場所。

❹❹道道
みちみち

のの駅駅
えきえき

  倶倶
くく

利利
りり

伽伽
かか

羅羅
らら

源源
げんげん

平平
ぺいぺい

のの郷郷
さとさと

　　竹竹
たけたけ

橋橋
はしはし

口口
ぐちぐち

のの看看
かんかん

板板
ばんばん

倶利伽羅合戦で活躍した、津幡ゆかり倶利伽羅合戦で活躍した、津幡ゆかり
の武将、井家二郎範方や津波田（津幡）の武将、井家二郎範方や津波田（津幡）
三郎などが紹介されている。三郎などが紹介されている。

樋樋
ひひ

口口
ぐちぐち

兼兼
かねかね

光光
みつみつ

搦搦
からめからめ

手手
てて

ルートルート
本陣の埴生－黒坂－安楽寺－谷坪野－本陣の埴生－黒坂－安楽寺－谷坪野－
莇谷－富田－竹橋と軍を進め、平家の莇谷－富田－竹橋と軍を進め、平家の
搦手から搦手から鬨鬨

ときとき
の声を挙げて攻め込んだ。の声を挙げて攻め込んだ。




